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六
月
か
ら

集
合
税
(
料
)
の
納
付
が

は
じ
ま
り
ま
す

六
月
か
ら
、
本
格
的
に

集
合
税
(
料
)
の
納
付
が

は
じ
ま
り
ま
す

。

町
県
民
税
、
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
税
は

納
税
義
務
者
ご
と
に
課
税

の
根
拠
等
を
記
載
し
た
納

税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
る

と
と
も
に
、
個
人
送
付
以

外
の
皆
さ
ん
に
は
、
世
帯

単
位
で

一
年
間
の
納
付

金

額
を
月
ご
と
に
集
計
し
た
、

「
集
合
税
(料
)
納
付
通
知

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

毎
月
の
徴
収
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
下

表
の
と
お
り

で
す
の
で
、
各
自
の
納
付

方
法
に
よ
り
、
期
日
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

町
税
等
の

納
付
方
法
は
?

町
税
や
使
用
料
を
町
に

納
付
す
る
方
法
は
、
次
の

軽自動車税及び集合税 (料)

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11 月 12月 l 月 2 月 3 月
1切 日リ

( 4 / 5 月期) ( 2 期 ) ( 4 期 ) ( 5 期 ) ( 6 期) ( 7 期 ) ( 8 期 ) ( 9 期 ) (lOWD ( 1 J�Jj) ( 3 期 )

納期限 4/30 6/1 7/6 8/5 917 10/5 1115 1217 115 2/5 3/5 3/31 

軽自動車税 。

IIIJ 県民税 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

集 固定資産税 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

tE』I 国民保険税 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

1見 国民年金事| 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

給水使用料 。 。 。 。 。 。

平成10年度税目別徴収スケジ. ュ ル表

四
方
式
が
あ
り
ま
す
。

④
を
除
き
、
納
付
の
方
法
は
、

各
自
で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す

。

)
納
税
組
合
で
の

(

取
り
ま
と
め
納
付
方
式

納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

で
口
座
振
替
納
付
以
外
の
人
は
、

納
税
組
合
長
が
取
り
ま
と
め
納
付

し
ま
す
。

た
だ
し

、

取
り
ま
と
め
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
は
、
直
接
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
税
組
合
奨
励
金
の
対
象
と
な

り
ま
す
。@座振替は便利です!

各納税義務者が銀行印を持参のうえ、下記の希

望する金融機関窓口へ「口座振替依頼書」を提出

しますと、提出月の翌月分からできます。

納付の手間を軽減できますし、現金の取り扱い

をしなくてよくなります。

大変便利です。 ご利用ください。
②
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
式

納
税
者
が
指
定
し
た
口
座
か
ら
、

毎
月
末
日
に
引
き
落
し
納
付
し
ま

す
。

※
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

の
税
金
等
は
、
納
税
組
合
奨
励
金

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

)

納
税
義
務
者
が
取
扱
金
融
機

(

関
等
へ
直
接
納
付
す
る
方
式

納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

町
か
ら
直
接
納
税

義
務
者
に
納

付
書
を
お
送
り
し
ま
す

。

⑪税制扱金融関とは?
次の指定金融機関及び指定代理金融機関と、こ

れらの本店、支店で、町税等の納付ができます。

④
事
業
所
で
特
別
徴
収
す
る
方
式

給
与
所
得
者
の
町
県
民
税
を
事

業
所
が
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
納

税
し
ま
す
。

@
新
規
転
入
さ
れ
た
時
は
、
納
税

組
合
へ
の
加
入
手
続
き
は
と
り

ま
せ
ん
。

組
合
へ
加
入
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
役
場
税
務
課
と

納
税
組
合
長
さ
ん
ま
で
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

O
問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課

2
9
6
6

・
2
2
2
2

附

口指定金融機関

・伊予銀行川内支店



医
療
費
を
有
効
に

使
い
ま
し
ょ
う

医
療
費
が
増
え
る

-
お
も
な
理
由

囚
人
口
構
造
の
高
齢
化

高
齢
化
社
会
と
な
り
、
病
気
に

な
り
が
ち
な
お
年

寄
り
の
人
口

が
増
え
て
い

ま
す
。

基礎年金番号 と
保険料納付

回
医
学
、
医
療
技
術
の
進
歩

医
療
の
進
歩
、
高
度
化
に
よ
り

h
I
F蔭工
」

'
h
J

-
三
岡
正
'
h
f
t
7

ゎ

か
る
費

用
が
増

、
え
て
い

ま
す
。

回
慢
性
疾
患
患
者
の
増
加

生
活
習
慣
病
(
成
人
病
)
な
ど

の
長
期

治
療
を

必
要
と

す
る
慢

者性
が疾
増患
え層、

て
い
ま
す
。

回
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

何
度
も
病
院
を

か
え
る
な
ど
、
お

方
も
原

医
者
さ
ん
の

A
U
4
u
h川ノ

因
の

つ
で
す
。

平成 9 年 l 月から基礎年金番号が導入

されました 。 これは、公的年金各制度聞

をまたがる情報交換を円滑に行い、未加

入者の発生防止や公的年金の各種サービ

スを向上しようとするものです。

このように、年金サービスは確実に進

んでいますが、社会保障制度の基本は自

分の権利は自分で守ることです。 つまり、

どんな素晴らしい社会システムも自身が

保険料を払わなければ、参加することは

できません。 私達の老後を支える国民年

金は、社会の全員が支え合うものです。

国民年金などの公的年金制度は、世代

間扶養の仕組みにより、自分自身の老後

に備え、親の老後を支え、万一の場合に

は残された遺族の方々の生活も保障して

います。

6 月は「児童手当現況届」
を忘れずに!

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

、
毎
年
六
月
中
に

「
児童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

こ
の
届
は
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す

。
(役

場
福
祉
課
か
ら
六
月
中
旬
に
送
付
す
る
書
類
に
六
月

一
日
の
状
況
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

。

)

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の

手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

、

。

-V
 

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

口
年
金
加
入
証
明
書
又
は
申
立
書

受
給
者
が
被
用
者
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

等
)
で

あ
る
場
合
に
提
出

※
平
成
十
年

一
月

一
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、

以
前
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
の

「
平
成
十
年

度
所
得
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

しかし、いくら優れた仕組みを持つ国

民年金制度も、 一人一人が保険料nの納付

義務を果たさないと 、多くの問題が生じ

てきます。

もし、未加入のままでいたり必要な届

け出を忘れたり、保険料を納めないでい

ると、もちろん自分自身が将来受け取る

年金額は下がり 、最悪の場合には無年金

になってしまいます。

もう 一度確認しましょう 。 国民年金保

険料の納付を "

口座振替が便利

で確実です。

ぜひ、ご利用

ください。



有
線
放
送
電
話
施
設
の
撤
去

ー
六
月
か
ら
本
格
的
に
撤
去
l

有
線
放
送
電
話
施
設
の
撤
去
に
つ
き
ま
し
て
は

、

先
月
チ

ラ
シ

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
が

、

い
よ
い
よ

六
月
か

ら
本
格
的
に
撤
去
し
て
ゆ
き
ま
す
の

で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

。

具
体
的
な

-
撤
去
時
期
は
?

六
月
か
ら
有
線
電
話
施
設
の
う

ち
、

ケ
ー
ブ
ル
線
や
引
込
線
、
保

安
器
、
電
柱
な
ど
を
業
者
(
三
徳

電
機
側
)
が
随
時
、
撤
去
し
て
ゆ

き
ま
す
。

【
お
願
い
】

ケ
ー
ブ
ル
線
撤
去
に
伴
い

、

各

家
へ
の
引
込
線

、

保
安
器
等
も
併

せ
て
撤
去
い
た
し
ま
す
が、

具
体

的
な
撤
去
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

防
災
行
政
無
線
の
無
線
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お

、

撤
去
に
際
し

、

お
留
守

の
場
合
も

保
安
器
ま
で
撤
去
さ
せ

-

保

1
1

、
、

サ
イ
ノ{

一

F

J
.デ
￡

園
‘

>

•• 

t
仁
一
一

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

、

ご

了
承

く
だ
さ
い

。

(留
守
中
の
撤
去
が
都

合
の
悪
い
方
は

、

役
場
総
務
課
ま

で
ご

連
絡
く
だ
さ
い

)

家
の
中
の
宅
内
線
な

ど
は
ど
う
す
る
の
?

家
の
中
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の

と
お
り
と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

O
電
話
機
:

・
各
家
庭
に
譲
渡

。

(
不用
の
電
話
機
は
粗
大
ゴ
ミ

収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
)

O
宅
内
線
等
・・
・各
家
庭
で
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

電
柱
の
処
理
は
?

原
則
と
し
て
地
元
に
提
供
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
電
柱
に
つ
き
ま

し
て
は
、
抜
柱
の
う
え
処
理
し
ま

す
。な

に
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課

2
9
6
6

・
2
2
2
2

平
成
十
年
四

月
九
日
よ

り

、

重
信
川
で
実
施
し
て

お
り
ま
す
直
結
砂
防
事
業

を
、
松
山

工
事
事
務
所
か

ら
吉
野
川
砂
防
工
事
事
務

所
と
統
合
す
る
こ
と
に
伴

い
、
所
属
と
名
称
が
下
記

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た

。

こ
れ
ま
で
同
様
、
土
砂

災
害
防
止
の
為
の
砂
防
ダ

ム
や
流
路
工
を
施
工
い
た

し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

支
援

、

ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

河原砂防出張所の名称変更
)
松
山
工

事
事
務
所

「ロ
u
J

(
横
河
原
砂
防
出
張
所

う
四
国
山
地
砂
防
工

事
事
務

/
立
さ

折

重
言

H

少
方
臼

巨
訳
詞.1

5司
プ
A
l
l
J
F
ド
H
u
r
lL

コ
ワ
両
川

{
所
掌範
囲
}

こ
れ
ま
で
と
同
じ
重
信
川

上
流
域
と
表
川
流
域
の
直
轄

砂
防
事
業
を
担
当
し
ま
す
。

{
住
所
・
連
絡
先
}

出
張
所
は
こ
れ
ま
で
の
横

河
原
砂
防
出
張
所
と
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

-四国山地砂防工事事務所
〒 779-4806

徳島県三好郡井川町西井川68-1
fi0883-72-5400 (FAX0883-72-5741) 

・重信川砂防出張所
干 791 -0203

愛媛県温泉郡重信町大字横河原
fi089-964-2126 (FAX089-964-9728) 



ヲ大
、ー成三
ど欠
危もの倹

36 で
献す
飲

お
子
さ
ん
が
「
は
い
は
い
」
や

「
伝
い
歩
き
」
を
す
る
よ
う
に
な
る

と
、

手
に
触
れ
た
も
の
を

何
で
も

口
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

。

中
毒

山番
へ
の
問

い
合
わ
せ
は
五

歳
以
下
の
小
児
、
特
に

0
1

一
歳

の
乳
幼
児
の
誤
飲
事
故
が
大
部
分

を
占
め
て
い
ま
す

。

さ
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を

口

に
入
れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
?

次
の
も
の
が
誤
飲
事
故
の
多
い
も

の
上
位
凹
品

目
で
す
。

身
の
回
り
を
見
て
く
だ
さ
い

。

こ
の
様
な
も
の
が
お
子
さ
ん
の
手

の
届
く
と
こ
ろ
に
放
置
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
け

大
誤
飲
事
故
上
位
四
品
目

1

位
タ
バ
コ

店協ザ

2

位
医
薬
ロ
凹

3

位
化
粧
晶

4
位
洗

斉1

大
切
な
こ
と
は
、

事
故
の
予
防
で
す

子
ど
も
が
誤
飲
事
故
を
起
ヲ
」
す

原
因
の
大
半
は

、

す
。

日
頃
か
ら
整
理
整
頓
に
気
を

!
、配
凶h
リ

親
の
不
注
意
で

危
険
な
品
物
を
子
ど
も
の

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保

管
す

る

心
が
け
が

必
要
で
す
。

誤飲事故を防ぐための注意事項

年 齢 注意すべき対象 (後始末や保管管理)

6 カ月 床や畳など、低い位置のものに注意。

~ 1 2カ 月
l以殺やたばこ 、 植木鉢の化学肥料 、ハ ケツの "1"の洗剤 i夜

子供の回線の晶さにあるものにも注意。
1 歳~2 歳 I先f(河台や流しの|ごの洗剤、シャボン玉{夜なと玩具

使用後の灯油ポン プ、百i台の前の化相 JJ1

晶い場所にも注意が必要。 (行動範囲が広くなります)

3 歳~5 歳 食持11111の仁の Jl急1~[i、引き UJ しの "1" の医楽品

尚 1" 主 1;11 の "I~' のンロ y プ菜、流しの漂白 "1" のコソ プ

中
毒
川
番

例
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー

で

は
こ
の

よ

う
な

化
学
物
質
に
よ
る

急
性
中
毒
の
緊
急
の
相
談
(
問
い

合
わ
せ
)
に
二
十
四
時
間
体
制
で

応
じ
て
い
ま
す

。

焦
ら
ず
に
誤
飲
し
た
も
の
を
手

に
持
っ
て

、

子
ど
も
の
年
齢
や
体

重
、
品

物
の
正
確
な
名
称
、
飲
ん

保健衛生実践会設立

40周年記念事業

健康の
広げ

~どなたで も入場できますので
お気軽にお越 し くだ さい~

だ
量
を
伝
え

て
く
だ
さ
い

。

(
た
だ

し
、

硬
貨
な
ど
の
誤
飲
、

食
中
毒
、

カ
ピ
の
生
え
た
食
品
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
に
は
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。

)

側) "':'"=" 
大日キ目
本言書

阪中五五
司F 若;;: I'゚  

ba情言舌
9 報舌ミ
9 セ空竺
O ン主宰

タ 110
il き

円
ノ
』n
斗

n
ヨ

Q
d

(毎
日
二
十
四
時
間

、

年
中
知
休
)

午後 6 時~(健康相談など)

午後 7 時30分~(記念講演)

中央公民館大ホール

0健康相談(I白圧測定 ・体脂肪測定 ・健康相談など)

O記念講演 (入場無料)

「心豊かな生き方j 講師

川 内 IIIT保健衛生実践会

川内 U1T

栢木寛照氏

6 月 20 日 tり時

催

援

所
ηそ司

王ヨ「

口 日

口場

口内

主
後
口
口

つ
く
は

V
0
9
9
0
・

5
2

Q
d
只
u
Q
d
Q
d

(
毎日
九
1

十
七
時

、

十
二
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栢木寛照 (かやきかんし ょ う )

1946年 3 月 滋賀県水口町に生まれる

1968年11 月 比叡山無動寺にて出家

1975年 天台宗金乗院住職拝命

比叡山の開祖伝教大nnî (最澄上人) のご

JEiffiである人材育成を実践しようと活動を始

める 。 その中でも、特に青少年育成を中心

に宗教活動を行っている 。 その他各局のテ

レビ ・ ラジオなどに出 j寅 。



力メラレポート

4 月 29 日 、 みどりの日に35名が参加 して“ 111

野草グルメの集い"が行われました。

河之内の山に入 っ た一行は、山野草研究家の

大石延夫さんの説明を受けながら最終目的地の唐1I1甲の滝に到着。

唐 11叩の滝では 、 実際に山野草を調理し、普段、 あまり 口 にすることのない自然、の味に舌鼓を打ちました。

4聴衆を魅了 した心参太鼓

V北方獅子舞と心参太鼓の共演

第 5 回川内町親善ゴルフ大会惨
5 月 5 日、 川 内町ー体育協会主催の親善ゴルフ大

会が参加者261名を集め 、 松山 ゴルフ倶楽部で開催

されました。

主な成績は、 以下のとおりです。

優 勝 高井克哉

準優勝 白石裕英

第 3 位 高須賀正弘

a調‘

三恵ホーム
ふ\:, ., .) 

5 月 3 日、 三恵ホ ー ムでふじ

まつりが行われました。

今年は、暖かい日が続いたた

め 、 ふじの花も開花が早く 、 ふ

じまつり当日には、ほとんど花

が終っており残念でしたが、ホ

ールでは心参太鼓と北方~(:i!i子持

の共演が行われ、訪れた人は、

その勇壮な響きと舞に魅了され

ました。



カメラレポート

還暦式砂

第20回還暦式が 5 月 9 日、中央公民館で開催さ

れました。

満60歳の方48名が参加 して記念式典が行われた

後、 「還暦を迎えてJ と題した記念講演が行われま

した 。 県生涯学習推進講師の勝田利雄先生の記念

講演では、 「余生は与生J I居害になるな居甲斐に

なれ」などの人生訓にうなづく人、熱心にメモを

とる人が見られました。

この後、記念撮影、 会食をし、人生の節目を祝いました。

. 
西谷小学校 6 年 西谷小学校 6 年 川内中学校 3 年

大石貴雄さん 佐伯札吏さん 橋本並利沙さん

西谷小学校 6 年 西谷小学校 5 (颶. 

鶴本美幸さん 大山 美紀さん

川上小学校スポーツ少年団砂
ソフトボール部、四国大会
で第 3 位!

5 月 9 . 10 日、松山市別府市民グランドで開

催された四国小学生男女大会で、川上小学校スポ

ーツ少年団ソフトボール部が第 3 位に入賞し ま

した。

4 愛鳥週間用ポスター
原画コンクールで入賞

愛鳥週間( 5 月 10 日 ~ 16 日 )用ポスター原画コ

ンクールで橋本亜利沙さん(川 中 3 年) 、佐伯札吏

さん(西谷小 6 年)の二人が金賞に、大石貴雄さ

ん(西谷小 6 年)が銀賞に、大山美紀さん(西谷

小 5 年)が佳作に 、 fli本美幸さん(西谷小 6 年)

が努力賞に入選しました。

おめでとうございます。

愛媛県予選を勝ち抜き、愛媛県代表( 5 チ ー ム)に選ばれた川上小学校スポーツ少年団ソフ ト ボール部

は、四国大会でも順当に勝ち上がり 、 準決勝で、高知の田野々スポーツ少年団と対戦。 惜しくも 3 対 2 で敗

れましたが、 3 位決定戦で鏡レッズ (高知)に 6 対 l で勝利して 3 位入賞となりました。 おめでとうござ

います。

a・h
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杭

L
4口

英
語
指
導
助
手

ク
ラ
ウ
ス

・

デ
ィ
l

タ
l

・

オ
ル
ト

社
会
教
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長
兼

社
会
教
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文
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体
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係
長

小
倉
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宏
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係
高
須
賀
明
美
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汁
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導
員
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補
導
セ
ン
タ
ー

所
長
(
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篠
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ぼ
た
ん
祭
り

四
月

二
十
九
日

、

み
ど
り
の
日
に
恒

例
の
ぼ
た
ん
祭
り
が
井
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
は

、

暖
か
い
日
が
続
き

、

お
ま

け
に
開

花
時
期
に
雨
も
多

く

、

当
日
は
、

ぼ
た
ん
園
の
ぼ
た
ん
も
ほ
と
ん
ど
の
花

み
ん
な
の
広
場
に

登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を

募
集

し
て
い
ま
す
。

「こ
の
人
」
「満

一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
報
く
だ
さ
い

。

が
終
わ
っ
て
お
り

、

訪
れ
た
人
も
少
々

が
っ

か
り
し
た
様
子
で
し
た

。

そ
れ
で
も
家
の
軒
先
に
は

、

鉢
植
え

の
ぼ
た
ん
が
並
べ
ら

れ
て
お
り

、

訪
れ

た
人
は
存
在
感

の
あ
る

ぼ
た
ん
の
花
を

世
七
比
し
ま
し
た

。

;
i'

;
 

ぼ
た
ん
祭
り
で
は
、
も

ち
つ
き
や
シ

シ
な
べ

、

バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
ス
テ

ー

キ

山
菜
な
ど
の
即
売
な
ど
も

行
わ
れ
、
終

日

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

。

赤
そ
ば
帆
つ
く
り

ス
タ
ー
ト

1

赤
そ
ぱ
ぞ
つ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て

い
る

「古
田
領
ルビ
ー

の
会
」
の
会
員
ら

八
名
が
集
ま

り

、
井
内
の
永
井
さ
ん
の

休
耕
田
の
草
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。

赤
そ
ば
を
植
え
る

た
め
に

、

永
井
さ

ん
の
休
耕
田
を
借
り
受
け

、

ま
ず
は

草

刈
。

ス
ス
キ
な
ど
の
雑

草
に
会
員
は
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら

、

昼
す
ぎ
ま
で

作
業

2
9
6

6

・
2
2

2

2

(代
)

を

け
ま
し
た

な
に
ぶ
ん

非
農
家
の
会

員
が
多
く
、

な
れ
な
い
農

作
業
で
時
間
も
か
か
り

ま

し
た
が

、

そ
れ
で
も
半
日

の
作
業
で
か

な
り

見
通
し
が
よ
く
な
り

ま
し
た

。

ま
だ
ま
だ
そ
ば
を
植
え
る
ま
で
に
は

時
聞

が
か
か
り
ま
す
が

、

い
い
汗
を
流

し
た
会
員
の
充
実
し
た

顔
が
印
象
的
で

し
た
。

え
6 

川
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月
例
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選
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ナ
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そ
の
時
は
阿

修
誰
と

・な
り

て
毛
虫
吹
く

;也

)11 

71<. 
4色

ベ
ラ
ン
ダ
に
は

み
出
す
カ

ー
テ

ン

立
夏
か
な

右も

治
子

毛
虫
の
子
ひ
し

5

に
並
ぶ
葉
哀
か
な

一両
M
mhp円
三
川
江

瓦
立
つ
や
吹

の

水
田
の
タ

明
か
り

A、

必

清
波

毛
虫
見

て
積
立
r
'ぬ
子
に

驚
さ
ぬ

品
目
…
田

度

ヒ
ル

の
窓

開

け
て
立
夏
の
風
入
る
る

;也

)11 

明
谷

{
一
ぽ
)だ
よ
り

『
勺f
vン
サ
イ
」

①

{
塩
ヶ
森
}塩
ヶ

森
ふ
る
さ
と
公
園
に
は

三
千
本

を
超
え

る
ア
ジ
サ
イ
が
植
栽
さ
れ
て
お
り

、

訪
れ

る

人
々
の
目
を

-一
楽
しま
せ
て
く
れ
ま

す
。

②

{
惣
河
内
神
社
}境
内
に
植
え
ら

れ
て
い
る
様
々

な
形

・

色
を
し
た
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
が

美
し
い
。

③

{
相
之
谷
}道
沿
い
に
植
栽
さ
れ
た
ア
ジ
サ
イ
と

佐
伯
重
明
さ

ん
宅
横
の
山

に
植
え
ら

れ
た
ア
ジ
サ

イ
が
み
ご
と
で
す
。
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8っき展歳満
5 月29 日 ~31 日

中央公民館大ホ ル

チ ャ リティー即売会

苗木の即売

整桔講習会

川内町中央公民館

川内町さっき愛好会

時

所

~円
台

イ崖

日

士昌吉

内

王

囚
川
出

4語

衆
く

ん

ほ習
た震
3 
祭
り

口日時

5 月 3 1 1::1 ( 1'1 ) 午後 31 1寺 ~

間ヲミ )1 1貢延(次の 日 H程1::1 6 月

7 日 )

口場所

市ー川小学校跡

口内容

俳句会、魚つり 、 竹京11I工

ウオークラリー 、 ク イ ズ 、

バザーなど

盛りだくさんの行事を予定

しており ま す 。

~婦人会より~

O花い っ ぱいフォーラム ( 6 月 28 日 )
9 :00 ~ 除草 (産業道路へご集合ください)

11 : OO ~ 作業やめて移動

12 : 00 ~ 会食(用意しています)

花についての交流をいたします。

どなたでも 、 多くの方のご参加をお願

いします。 (その後、 ;-I~ カシ作りをしま

す)

'Q6 月 1 6 1=1 1:1こ)

強く正しくのびのびと育っ て |でさ
し、 。

(父 ・ 旬 よ り)

渡
部口

門
同
J

一可、 \ご'" ,,, 
，ョ"'"''"で詮ーーー』 、、 ... 
y ¥¥ 11 可、

、、，、、

※ホタルは 、 と ら ないでくださし、。

口主催

滑 川ふるさと塾

0 6 月 EMポカシ作り
6 月 28 日 (日 ) 2 11寺より 101:1央公民館大ホ

ールにて行います。

生ゴミをボカンでゴーにかえしましょ

っ 。

0桜学級申込受付中
まだ申込みをしていない人は急いで 101-'

央公民館あるいは婦人会地区役員さんに
101'1 j込んでください。

イ憂ゅ
立臣 き
ち
ゃ

ん

( 6 FJ 25 1::1 生 ) 一加型:
{愛しい女の子に育 っ て lずさし、 。

(父 ・ 国より)

川
柳
も
つ
く
吟
社
五
月
例
会
報

喜
撰
亭

兼
題

区
切
り

・

含
む

(み
)
・

落
書
き

の
ほ
ほ
ん

と

良
寛
さ
ん
は
訟
を
っ
さ

幸
せ
な
時
間
芝
居

で
買
い
え
さ

の
ほ
ほ
ん

と

過
す
・
実
家e
の
短
か
い
日

術
後

、良
好
待
ち
兼
ね

て
い

る
普
通
食

の
ほ
ほ

ん
と
し
て

居
る
様

で
甘
く
な

い

の
ほ
ほ
ん

と

暮
し
て

長
寿
全
う
し

お

ひ
ね
り
が
出
る
程
熱

い
村
芝
居

待
っ
て

后
た
瓜
に
変
っ
た
ジ
ャ
ン
プ
ム
ロ

一
芝
居
打
っ
て
見
合
い
の
席
に
つ
け

お

芝
居
が
下
子

で
具
面
白
な
妻
が
居
る

食
べ
る
問
に
ひ
と
幕
覗
く
出
前
持

お

芝
居
で
な

い
芯
を
し
た

旅
役
者

待
ち
ま
す
の

言
葉
が
後
史
を

引
5

心
地
良
い

緊
張
当
り
待
つ
釣
師

六
月
例
会
御
案
内

日
時

六
月
六
日

出

渡
部
佐
久
良

問

中
都
築
受
賞
子

向
平
岡

佐
ケ
木
胡
舟

げ
伶4
4作J
f
$古
川
笠
宮
一

山
本
ひ
ろ
志

一
豆町問日

山
本

ト
」
噌
コ
マ
fJ

A
η
l
川
t
r

田
の
岡
田
川

'"g~ 

� 
古
向
瀬
喜
援
すす

午
後
七
時
三
十
分
よ
り

場
所

中
山
〈
公
民
館三
階

旧
宮
己

キホ

，(.6. み
|問 ち

1留 る
ち
ゃ

ん

�.. ( 6 月 29 日 生 )

音楽が大好きなみ っ ち ゃ ん /
元気に大きくな ~ れ.

( 旬より )

来月号は、 7 月生まれの満 1

歳児を募集します。 6 月 5 日ま

でに役場総務課広報係まで写真

とゴメン ト老お寄せください。 選
~C 
詰王
宮
τ1"" 

ゑ
国

深
舟

ル
山
木
温

J片rじ
d 
A 砂ト一
弐f

芸
ナ
台
い恥
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雪



イプブ才メ/ジョブ

松
山
広
域
福
祉
施
設
事
務

組
合
職
員
(
上
級
、
栄
養

士
、
看
護
婦
)
採
用
試
験

口
申
込
受
付

5

月
お
日
開
1
6

月
5

日

幽

口
試
験
日
程

第
l

次
試
験

6

月
お
日
間

。
合
格
者
発
表
7

月
下
旬

第
2

次
試
験

8

月
上
旬

ク
合
格
者
発
表
8

月
下
旬

口
試
験
会
場

第
1

次
試
験
松

山
大
学

第
2

次
試
験
未
定

口
募
集
人
員

事
務
職

(上
級

)
2

名
程
度

医
療
職
(
栄
養
士
)
l

名
程
度

(看
護
婦
)
2

名
程
度

口
受
験
資
格

(上
級

)
昭
和
必
年
4

月
2

日
か
ら

昭
和
臼
年
4

月

1

日
ま
で

性
別
不
問

・

日
本
国
籍

(栄
養
士
)
昭
和
川
崎
年
4
月
2

日
か
ら

昭
和
弘
年
4

月
1

日
ま
で

性
別
不
問
・
国
籍
不
問

(看
護
婦
)
昭
和
必
年
4
月2
日
か
ら

昭
和
弘
年
4

月
1

日
ま
で

性
別
不
問
・
国
籍
不
問
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い
合
わ
せ
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9
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・
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0
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氏
ぶh
A

j
l
 

市
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番
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丁
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地
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松
山

広
域
福
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設
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ピ
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4

階
)
E
9
4
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・

6
4

1

5

.
奇
日
し
・
九I
警
本
論
文

・
一
宮F
F
I
J
d
j
f

円
H
d
l
E
R町
、
J

圃
募
集

口
応
募
資
格

県
内
在
住
者
で
性
別
、
年
齢
、

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん

口
応
募
方
法

ω
4
0
0

字
詰
原
稿
用
紙
5

枚

程
度

ω
原
稿
用
紙
の
冒
頭
に
題
名
を
、

末
尾
に
住
所
、
氏
名

(ふ
り

が
な
)、
年
齢

、

職
業

(勤
務

先
)
及
び
電
話
番
号
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い

口口
応 郵 5 募
募 送月 集
先、 l 期

持日 間
問 参 幽
合 ど i
わ ち 6
せ ら月
先 で 30
も日
司会 (刈ベ

ムh
U

4
4
1
1
i
 

市
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舟
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丁
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松

山
M
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ピ
ル
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F

財
団
法
人

幻
世
紀
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業
財
団
愛
媛
事
務
所

E
9
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・

5
6
6
0

〒
7
9
0

・
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-
-

圃
い
じ
め
・
な
や
み
等

園
の
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
却
八
刀1
午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

2

階教
育
相
談
室

口
内い

じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て

、

本
人
ま
た

は
保
護
者

・

関
係
者
か
ら
の
相

火
火

ェ
=
n
H

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

口
電
話
相
談

rチ~

合

2
9
6
6

・

6
1
5
0

(
無
料
・

秘
密
厳
守

)

.
発
育
や
発
達
に
不
安
の
あ
る
乳

.
幼
児
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

圃
ぽ
一
ヨ
定
当
子
目
火
火

-
u
疋
F
止
4
5
、
弓
木
よ
=
口

口
対
象
者

発
育
や
発
達
に
不
安
の
あ
る
乳

幼
児
の
保
護
者

口
相
談
日

6

月
剖
日

・
6

月
お
日

口
相
談
会
場

松
山
市
持
田

町
3

丁
目
8

番
目

号
愛

媛
県
総
合
社
会
福
祉
会

{ロ
白

hh官
μ

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
教
育
委
員
会

(2
9
6
6

・
4
7
2

1

)

一
水
道
週
間

6

月
1

日
か
ら
6

月
7

日
ま
で

は
、

水
道
週
間
で
す
。

水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文
化

的
な
生
活
や
、
様
々
な
社
会
経
済

活
動
を
支
え
る
大
切
な
施
設
で
す

。

今
後
の
水
道
は

、

安
全
で
き
れ

い
な
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る

水
道
施
設
の
整
備
を
進
め
、
渇
水

や
水
需
要
に
備
え
る
た
め
、
水
源

開
発
や
確
保

等
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す

。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
水

道
に
つ
い
て
更
に
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
水
道
事

業
の
充
実
の
た
め
水
道
週
間
が
設

け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
水
道
の
大
切
さ
を

考
え
て
い
た
だ
き
、
水
道

事
業
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。



イプブ才メ/ジョブ

用
i呆 6 歪吾
護月 竺歪
句 1 ì.皮
切 !? 利
す 10 用

日 イ呆
「 護

事 旬
桁 間

不
法
電
波
を

追
放
し
よ
う
1

口 ・・・・・期等男

月女
間雇
用
機
，企』
"p: 

均

間

6

月
1

日

1

6

月
初
日

口
記
念
行
事

①
職
場
の
均

等
推
進
セ
ミ
ナ
ー

②

「
女
子
学
生
の
就
職
問
題
に

関
す
る
相
談
窓
口
」
の
設
置

口
行
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
若
草
町
4

の
3

松
山

若
草
合
同
庁
舎
愛
媛
女

性
少

年
室

(8
9
3
5

・

5
2
2
2

)

園
テI
マ
展
「
江
戸
時
代
の

園
紙
幣
」
「
古
代
の
装
身
具
」

口
期
間

①

「
江戸
時
代
の
紙
幣
」
展

平
成
山
年
6

月
比
日
ま
で

②

「
古代
の
装
身
具
」
展

平
成
凶
年
6

月

紅
白
ま
で

口
場
所

愛
媛
県
歴
史
文

化
博
物
館

口
問
い
合
わ
せ
先

E 物番和
O 館 地 郡
8 振 2 宇
9 興和
4 謀愛 1 1IT

6 ~媛 卯
2 月 県之

HiiJ 歴 町
6 日史 4
2 休文丁
2 館 化日 東
2 ~ 1~~ 1l 宇

一T
7
9
7

・

8
5
1
1

一
人
権
擁
護
委
員
制
度

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
ぞ
ん

じ
で
す
か
。

6

月

l

日
は
、
人

権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で

す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は

、

6

月

1

日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め

、

こ
の
日
を

中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に

一

層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る

こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
う
け
た

川

内
町
の
人
権
擁
護
委

員

さ
ん
は
次

の
方
々
で
す
。

市

I嘉

m1' 

首

'恒

2
9
6
6

・

2
5
3
3

申番

d支

ー立
口

)¥ 

4
Z十

、

h
r卜h

2
9
6
6

・

3
4
8
1

滑
川
中

圧|

日芸

オ刈
J

叶
V
l

2
9
6
6

・

5
2
2
4

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

E
置
え
て
ま
、
7

作
品
、「7

・
ホ

F
-
4
L
し

c
f

し

7
L

Eし
」を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

野
山
に
き
れ
い
な
花
の
咲
く

季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

畑
や
庭
先
等
に
「
大
麻
」
や
「
植

え
て
は
い
け
な
い
け
し
」
を
栽
培

し
た
り
、
自
生
し
て
い
ま
せ
ん
か

。

こ
れ
ら
は
、
法
律
に
よ

っ
て

許

可
な
く
み
だ
り
に
植
え
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

。

愛
媛
県
で
は

、

け
し
の
花
が
咲

く

5

月
と

6

月

に
「
不
正
大
麻

・

け
し
撲
滅
運
動
」
を
実

施
し
、
正

し
い
知
識
の
普
及
や

、

不
正
栽
培

の
大
麻
や
け
し
の
発
見
に
努
め
て

い
ま
す
。

旧
河

そ
こ
で

、
栽
培
し
て
「
よ
い
け

し
」
と
「
い
け
な
い
け
し
」
の
簡

単
な
見
分

け
方
を
紹
介
し
ま

す
の

で
、
皆
さ
ん
の
お
近
く
の
け
し
の

花
に
注
意
し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

口
問
い
合
わ
せ
先

民
判
官

化
侍
到

町
1

3
2

1
l
l
'
j
l
l
 

松
山

中
央
保
健
所
保
健
企
画
課

医
療
係

(E
9
4

1

・
1
1
1
1

)

美尉

植えてはいけないけし 植えてよいけし

見た目に、たけだけしし寸志じ 全体に弱々しい感じ

草丈は、比較的高い。 llfi丈は、比較的低い。

(1 ~ 1.5m ) (40 ~ lOOcm) 

業ーや茎の表而には 、 ほとんど 業や茎の表面に îll し、毛が生え

毛がなく、 I~I 緑色である 。 ている 。

葉は 、 太い茎を半ば抱くよう 葉は、あ ざやかな緑色をして

な JI~でついている 。 いる 。

花の色や花びらの数では区別できません。

.@月川収集拘 置掃M 電…ω
1 . もえるごみ

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷 - 閏谷

月・木 土谷 . dij'J II . 奥松瀬川
時井一一

天神 ( LLI 田団地を除く )

火・金
北方東北方西 変更なし

週 南方東 ・ 南方西

水・土
IIIT@ ・ IIIT東 (天1'11 1 を除く )

山田団地 .{黄灘団地 -前松瀬川

2. もえないごみ ・ 有資源回収

収集地域 ガうλ 空ピン類 空き告等金物語 有資源回収

東谷目西杏

土谷・滑川・奥松瀬川 6 ~ 8 B ( 月 ) 同 22 日 ( 月 ) 日 15日間
天神(山田団地を除く )

北方東・北方酉 6~9 日 (火) 6 ~23 日 (火) 6 月 16 日 (火 )
南方東・南方面

町西・町東 (天神を

除く ) 前松瀬川 6 ~ 10 日 (水) 日制 (7]( ) 6 月 17 日 (水)
山田団地・横灘団地



健康センターから

6月健康情報
-健康センター n966-2191 

-:-'J暗』前首崎老酒

O育児相談
日時 6 月 25 日 (木)

受付午前 9 ~ 10時

場 所 健康センタ - 1 階

対象 児 平成 9 年 11 ・ 12月 、 平
成 9 年 4 . 5 月生まれ

の乳児
( 6 ・ 7 ヵ月児、 l 才 1 . 

2 ヵ 月児)

内 容 身体計測、発達チェック 、

保健指導、栄養指導
持参 品 母子健康手帳、 アンケ

ート (事前に送付 します)

0育児学級

日時 6 月 25 日 (木)

受付午後 1 ~ 2 n寺
場 所 健康センタ- 1 階

対象 児 平成 9 年 7 月 . 8 月、

平成10年 2 ・ 3 月 生ま

れの乳児 ( 3 ・ 4 ヵ月

児、 10 ・ 11 ヵ月児)
内 容 身体計ìfiiJ 、 発達チェッ

ク 、小児科診察

保健指導、 栄養指導
持参 品 母子健康手帳、 アンケ

ート(事前に送付します)

O子育て教室
日 時 6 月 30 日 伏)

午前 9 時30分~ 12時

場 所 ↑住康センター 2 l(l~T 

対象 児 平成 8 年 1 月 ~ 3 月生

まれ ( 2 才 3 ヵ月 ~6

ヵ月児)

持参 品 母子健康手l限
l!!fj ブラシ 、 アンケート

-5i1焼詰Eヨ圃

日 目寺

内 容 1 ) 講話「元気な歯を
つくろう」

講師歯科衛生士
2 ) 手作りおやつ試食

O乳幼児相談
日 時 勾;週水Il程日

午前 9 時 ~ 12時

場 所 健康センター l 階

-n.;r)'Z1f~建設置

実施日
支店7下検診|人l谷|受{抑制1 \j I抑制f

4 11川7 大lI~j I 午前7 初、 9 ∞ | 枇附館

IIIJI Ilf 前ï:30、 9 ∞

511ωI klμ |午前7 ル 10 ∞|健康七けー
f-g . f1. . rjl割、i~ 1 午前i:30、 10 :∞

111 
11 

lJll ltl l 大腸

午前ï:30、 9 ∞

午前i:30、 10 ・∞|健!It七ノター

I"f.( ・乳 q r状腺|午前ï:10、 10 ∞

IH 
11 

1 211 1知|大11号

午前ï:30、 9 ∞

午前7 初、 10 ∞|健康セント
f宮乳・ qr状線|午前i:30、 10 ∞

食 事前に ご案内しています誕生 日

がん検診の該当の方で 、 5 月 17 日

に受診できなかっ た方は 、 上記日

程でも受診できます。

* 6 月の検診該当は、河之内 . :Jl 
内・ 土谷 . i即 1 1 ・ 奥松瀬川 ・ 前松瀬

川・ 111]'東 ・ 111]'西 ・ 横ì~l~団地地区です。

検診料金

胃がん検診 700円

子宮がん検診 600円
大腸がん検診 500円

乳がん検診 300円
1:1=1 状IJ!j~検診 300円

対象児と注意事項

1 ~~~_ " . 1 3 ヵ月 - 7 i投 6 ヵ月の者。
Jiiil 6 月 2 日 (:)() 1 ー
運| 午後 2 時- 3 時 I ~ 百 日ぜきにかかっ たことのある方は二種混合 ( ジフ

| | テリア ・ li皮傷原u を受付で申し出て受けて下さし、。

日 1 6 月 10 日 ω() 1 6 ヵ月 - 7 歳 6 ヵ J-j の者 。

意 I 23附 1* 標準的には、 3 歳で 2 回、 4 歳で l 聞の合計 3 回を
炎| 午後 21時 - 311者 | 受ける必要があり ます。

ッ 6 月 24 U (利 1 3 ヵ月 - 4 歳の者。

反| 午後 21時 - 31時 1 * 2 日後 、 ツ ベルクリン!反応判定をします。

引 6 月 26 日間 I 3 ヵ月 一 4 放の者。
c 1 ;:_;~ -n- ，:~" 'J n..' 1 * アベルクリン反応判定を行 い 、|岱'凶 の者のみ実施し
話| 午後 21時 - 311"1' I '" r ' ,- _. _. r ます。

。場所 健康セン ター 21桔 。持参品 母子1'd!lilt手帳 、 予防J引受手帳、体温言|

4Dt 

6/4~6パ 0歯の衛生週間

園長義liiii湿廻騎ヨ~・

Oいきいき健康講座
内 容 講義「歯のたいせっさをもっと

知ろう ! J 
講師松山中央保健所

川上三紀歯科衛生士
日 時 6 月 19 日幽

午後 l 時30分~ 3 時
場 所 健康センター 21暗集団指導室
持参 品 使用中の歯フ、ラシ ・ タオ ル

Ei嘩:!廷闘・

0健康相談・栄養相談
胤圧iWJ定 、 尿検査を行っています。 健康に関
する こと はお気1怪に ご相談下さし、。

日 時 毎週水H程日午前 9 時~ 12時
場 所 健康センター l 階運動指導室

。こころの健康相談
精神的に不安定だったり 、 お年寄りの痴呆等
の相談をお受けしています。
日時 6 月 18 日 (木)

午前 9 時 ~ 12時
場 所 健康センター及び家庭訪問

(注) 予約制ですので 、 事前に保健婦まで
ご連絡|亡さい。

-田1ID::ïU.I・

理学療法士による機能回復の訓練を行ってい
ます。
日 時 毎週水曜日午後 l 時~ 3 時
場 所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので 、 保健婦ま
でご連絡下さい。

-~~m;;国民軍1W_:i~造調園置岨・

日 時 毎週月 曜日
午前 8 時30分~ 10時

場 所 健康センター
持参 品 印鑑、 登録をしている犬は鍛札

予防注射済票

-.;・'.;W~宅ヨ医圃 (;主IW時 1111 : 'Fliij 811 .>30分、午後 5 時30分}

日 当番医 住所 電話

7 EI 
岸本医院 川内 81]北方

966 一

( 日限 EI ) 5670 

14 日
氷山内科

976ー

( 日 H程日 )
松山市北梅本町

1788 

21 日 :1ヒ」ニ ;)'~f t帯 975一

( BI曜日 ) 誰形外手|
松 Ill r!ï .;:r::J:I: llIj

3753 

28 日 国立療養所 964 ー

( 日 H程日 ) 愛媛病院
重信町 Wi河原

2411 



Photo 

，戸

山

表紙の写真
5 月 15 日、滑川|海上では手植えによる田植

えが行われていました。

定規を使っ て 1 本づっ、丁寧に植えて行き

ます。 そんなゆ っ たりとした人間の営みをや

さしく見守るように馬鈴薯の花が風にゆれて

いました。

2・v

叩.

戸籍の窓
(4 月受付分・敬称略)

討をお誕生おめでとうございます

( 5 月 1 日現在)

11 ，038人 (+50人)

5，238人 (+27人)

5，800人 (+23人)

(+32戸)

町の動き

3，711 戸

口

世帯数

男

女

人

. 
、戸 、

} 

川
上
村
消
防
団第

二
分
団
事
務
所

写
真
は
、

川
上
村
消
防
団

第
二
分
団
事
務
所
が

建
て
ら
れ
た
時
の
記
念

写
真
(
昭
和
二
十
四
年
頃

に
撮
影
)
で
す
。

当
時
は
、
戦
後
間
も
な
い
時
で

資
材
も
お
金
も

な
い
時
代
で
し
た
が
、

第
二
分
団
員
が
自

分
た
ち

の
分
団
事
務
所
を
建
て
よ
う
と
、
団

員
自
ら
労
務

を
提
供
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の

で
す
。

そ

の
分
団
事
務
所
前
で
の

記
念
写
真
で
す
が
、

当
時
の
消
防
団

員
の
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
な

写
真
で
す
。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

住所 保護者 名削 生年月日

西古市 松本県IJー 琴 奈 3.22 
ニlltf屋 門屋 尚紀 舁 )とL 3.30 
上古市 阿部典久 高んか 宏ひろ 4. 4 
rヨ&ヌ~~に 一村I ~!t使 あ絞や 出の1・ 4. 1 

束中村 村上浩二 渚 子 4. 4 
士 久 松末 正浩 ゆ且"たh,b 4.21 
保免住宅 栗田 善民 ム司らちjペ孟モ 4.24 
茶堂南団地 吉1"J 晃 俊仰 4.24 

*ごめい福をお祈りいたしま す

住所 氏名 年齢 死亡の日 世帯主

ì'~J 川上 福田 守太 63 4.12 福 EEI 守太

上 砂 越智l ふみ 87 4.21 越智 征司

二日、ホーム 矢野 _. t.H♂ 52 4.20 矢野 ~t.fí 

ガ リ フヤ荘 赤松ハツノ 81 4.25 赤松仔l 二郎

ガリ フヤ荘 乃万 一夫 87 4.20 乃万 一夫

1臨書
さ
く

ら

か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た

川
内

町
の
花
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
塩
ケ

森
の

し

ゃ

く
な
げ
、
井
内
の
ぼ
た
ん
、

三

恵
ホ
ー

ム
の
ふ
じ
、
塩
ケ
森
の
あ
じ

さ
い
、
河
之
内

(惣
河
内
神
社

)
の

あ
じ
さ
い
と
移

り

変
わ
っ

て
ゆ
き
ま

す
。

今
年
は
、
暖
か
い
日
が
続
い
た
た

め
、
い
つ
も
の
年
よ
り
ど
の
花
も
開

花
時
期
が
早
く
な

っ

て
い
ま

す
。

こ
の
広
報
が
出
る
五
月
下
旬
に
は

あ
じ
さ
い
の
花
も
咲
い
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

編集/111内町総務課

干 791-0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/岡田印刷
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六
月
と
い
え
ば
梅
雨
、
雨
の
季
節
で
す
が
雨

の
季
節
に
思
い
浮
か
べ
る
の
が
ア
ジ
サ
イ

の
花

で
す
。

惣
河
内
神
社
(
河
之
内
)
の
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ

は
、

石
段
を
上
が
っ
た
参
道
の
両
脇
や
拝
殿
の

周
辺
な
ど
、
境
内
の
そ
こ
か
し
こ
に
植
栽
さ
れ

て
い
ま
す
。ヤ

マ
ア
ジ
サ
イ

ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
は

、

そ
の
鮮
緑
の
葉
に
小
さ

く
可
憐
な
装
飾
花
が
映
え
る
実
に
美
し
い
花
で

す
が
、
小
さ
い
花
ゆ
え
、
遠
く
か
ら
は
わ
か
り

に
く
い
花
で
す
。

今
年
も
ま
も
な
く
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
が
開
花
し

ま
す
が
、

一
度
立
ち
寄
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

、
つ
ノ'竹
川。

惣
河
内
神
社

(河
之
内
)
の
ヤ
マ
ア

ジ
サ
イ

(平
成
8

・
9

年
に
撮
影
八万
)


